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１はじめに 
 都市河川の河口周辺に形成される干潟表面は，河川や下水処

理場から流入する負荷が大きいため，汚濁成分が多く堆積して

いる．そのため，イガイ科に属するホトトギスガイが生息しや

すい環境になっている．このホトトギスガイは自身の周辺を粘

着性の強い触手で覆い，マット状になって干潟の表面に付着し

ている（写真 1 参照）．このマットによって干潟の表面はふた

をされてしまいアサリなどの 2枚貝は酸欠状態になり死滅して

しまう．また，通常の流れではマットが表面に固着した砂泥が

移動しなくなるため汚濁成分や重金属類が底泥中に溜まり，周

辺の水環境に悪影響を及ばしている．本研究の目的は，都市河

川河口部に形成される干潟表面に形成されたホトトギスガイ

によるマットが物質輸送に与える影響を室内実験により評価

することである． 
2 実験概要 
2-1 実験装置 

実験は写真 2に示している大型円形回転水路を用いて行った．

この装置は下部の円形水路と上部の環状リングで構成されて

いる．大きさは直径 5ｍ，水路高さ 0.4ｍ，水路幅 0.2m であり，

回転速度の最大は環状リングが 15RPM，円形水路が 5RPM と

世界最大級の円形回転水路である．また，水路とリングを逆方

向に回転させることで一方向流を作りだすことができ，水路底

面付近の 2 次流（らせん流）の影響を最小にとどめることが可

能である． 
2-2 実験に用いた試料 
 実験に用いたホトトギスガイは和白干潟で採取した．

底質試料は和白干潟でのホトトギスガイ採取時にホトト

ギスガイが生息していた地点の砂泥を採取している． 
2-3 実験方法 
2-3-1 摩擦速度U∗ の求め方 

まず，円形回転水路内壁の，底面からの高さ 13cm の位

置に設けられている計測口から三次元電磁流速計

（KENEK 製：VM-1001）を差し込み，水路内の流速を

測定した．その値から対数分布則を用いて摩擦速度U
∗
を

算出した． 
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この式を変形し次に示す式(2.3.1)を導いた 
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ただし，κ :カルマン定数，u :測定した流速， y :底面

からの高さである．κ = 0.4 とし，式(2.3.1)に値を代入

して算出した． 
2-3-2 実験概要 

円形回転水路の曲率に合わせて作られたトレイをふた

写真３ ホトトギスガイ投入直後のトレイの様子 

写真４ 実験直前（投入後 1 ヶ月半）のトレイの様子 

写真２ 円形回転水路 

写真１ ホトトギスガイが形成したマットの様子 
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つ用意し，それらに和白干潟で採取した砂泥を敷き詰め，

それを和白干潟で採取した海水の入った水槽に沈める．一

方のトレイの上にホトトギスガイをトレイ一面に投入し，

もう一方のトレイには何も投入しなかった．ホトトギスガ

イを投入したトレイには数回に分けて，合計 450 個のホト

トギスガイを投入し，トレイの砂泥に一様にホトトギスガ

イを潜りこませ，マットを形成させた． 
 その後，円形回転水路内の所定の位置にはめ込み，周囲

を発泡スチロールで固定したのち，実験を開始した．砂泥

のみのトレイ，ホトトギスガイがマットを形成したトレイ

において，水路底面中央部における摩擦速度U
∗
を 2.2cm/s

から 16cm/s まで変化させて，連続的に実験を行った．砂

泥のみのトレイは砂泥，ホトトギスガイがマットを形成し

たトレイはホトトギスガイが移動したときを限界の摩擦速度とした．その後，限界の摩擦速度から無次元限界掃流

力を求め，比較した．また，同時に装置内よりビデオ撮影を行い，実験の様子を記録した． 
2-4 無次元限界掃流力の算出方法 
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無次元掃流力τ∗は式(2.4)から求めることができる．ただし，

U
∗
:摩擦速度， R :水中比重， g :重力加速度， D :砂の粒径

である．砂の粒径は試料のふるいわけ試験を行い得られた

図１から50%粒径を読み取り D = 0.455mmとした．R = 1.65，

g = 9.8m/ 2s として計算した． 

3.実験結果 
 砂泥のみのトレイはU

∗
=7.8cm/s，ホトトギスガイがマット

を形成したトレイはU
∗
=14.8cm/s で砂の移動を確認した．た

だし，砂泥のみのトレイは全体的に移動していたのに対し

て，ホトトギスガイがマットを形成したトレイはマットが

形成されていない部分だけ移動したのみで全体的には砂泥

は移動していなかった． 
この結果から，それぞれの無次元限掃流力を算出してい

る．算出した無次元掃流力は，砂泥のみのトレイの場合 0.8，
ホトトギスガイがマットを形成したトレイの場合 3.0 であ

り，約 3 倍程度マットを形成させた方が大きくなった． 
4.考察・まとめ 
 今回の実験ではホトトギスガイがマットを形成した場合，

砂泥のみの場合に比べて無次元限界掃流力が 3 倍以上とな

ることがわかった．ただし，現地では砂泥表面に隙間なく

びっしりとマットが形成されていた．今回の実験ではホトトギスガイをトレイ全体に覆わせることができていない．

このため，ホトトギスガイがマットを形成していない部分の砂泥が移動し，ホトトギスガイの周りから砂泥がなく

なり，土台から掘りおこされるようにしてホトトギスガイは流されていったが，ホトトギスガイがマットを形成し

ている部分の砂泥はほとんど移動していなかった．このことから，現地のようにホトトギスガイが覆っていれば，

さらに砂泥は流れにくくなり，無次元限界掃流力の値は今回よりもさらに増大すると考えられる．このことを確か

めるために，今後の実験ではマットの被覆面積を変えていくつかのパターンの実験を行い，マットの被覆面積と無

次元限界掃流力の関係を調べていく予定である． 
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図１ 試料の粒径加積曲線 

写真５ 砂泥が移動する様子 

写真６ ホトトギスガイが移動する様子 
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